
９
月
市
議
会
を
前
に
し

た
議
員
全
員
協
議
会
が
８

月
２
５
日
に
開
催
さ
れ
、

第
４
次
総
合
振
興
計
画
後

期
基
本
計
画
策
定
方
針
や

補
正
予
算
案
の
主
な
も
の

な
ど
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
主
な
も
の
の
概
要
を

報
告
し
ま
す
。

２
１
〜
２
２
年
で

４
総
後
期
計
画
を
策
定

１
８
年
度
か
ら
２
７
年

度
ま
で
の
第
４
次
総
合
振

興
計
画
の
前
期
計
画
が
２

２
年
度
で
終
了
す
る
こ
と

か
ら
、
新
た
に
２
１
年
、

２
２
年
度
で
後
期
基
本
計

画
を
策
定
し
ま
す
。
策
定

に
あ
た
っ
て
は
、
２
０
０

０
人
の
市
民
意
識
調
査
の

実
施
や
提
案
・
意
見
募
集
、

地
区
懇
談
会
、
街
づ
く
り

懇
談
会
や
市
民
委
員
会
な

ど
で
政
策
に
生
か
し
て
い

く
と
し
て
い
ま
す
。

市
立
病
院
の
民
営
化

＝
指
定
管
理
者
制
度
導
入

市
立
病
院
に
つ
い
て
は
、

病
院
を
廃
止
す
る
条
例
案

と
新
た
に
１
９
床
の
診
療

所
と
２
９
人
入
所
の
老
健

施
設
を
併
設
し
た
東
吾
野

医
療
介
護
セ
ン
タ
ー
を
設

置
す
る
条
例
案
が
提
出
さ

れ
ま
す
。
施
設
の
管
理
・

運
営
は
指
定
管
理
者
（
民

間
）
に
行
わ
せ
る
も
の
で
、

公
設
・
民
営
に
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
す
。

第
３
次
経
済
対
策

第
３
次
飯
能
市
緊
急
経

済
雇
用
対
策
と
し
て
、
６

億
５
７
０
０
万
円
の
補
正

予
算
案
の
上
程
を
予
定
し

て
い
ま
す
が
、
内
容
は
、

市
民
会
館
施
設
整
備
事
業

１
億
８
６
０
０
万
円
の
よ

う
に
こ
れ
ま
で
計
画
し
て

い
た
事
業
が
主
で
、
緊
急

対
策
と
し
て
は
、
無
担
保

融
資
の
利
率
を
２
・
７
１

５
％
か
ら
２
・
５
％
へ
の

引
き
下
げ
と
融
資
限
度
額

を
３
０
０
万
円
か
ら
５
０

０
万
円
へ
の
引
き
上
げ
、

中
小
企
業
小
口
資
金
融
資

１
・
５
％
の
特
例
措
置
の

３
月
末
ま
で
の
延
長
と
臨

時
作
業
員
２
３
人
の
雇
用

で
す
。

一
小
・
加
治
小
学
童
の

大
規
模
解
消

飯
能
一
小
と
加
治
小
の

学
童
ク
ラ
ブ
が
７
０
人
以

上
の
大
規
模
に
な
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
父
母
が
大

規
模
学
童
の
分
割
を
強
く

求
め
て
い
ま
し
た
が
、
緊

急
経
済
対
策
と
し
て
補
正

予
算
案
に
盛
り
込
ま
れ
ま

し
た
。
一
小
に
つ
い
て
は

体
育
館
脇
の
現
在
の
学
童

ク
ラ
ブ
連
絡
協
議
会
事
務

所
跡
地
に
、
加
治
小
に
つ

い
て
は
、
学
校
敷
地
内
に

建
設
す
る
予
定
で
す
。

消
防
広
域
化
で
準
備
室

設
置埼

玉
県
消
防
広
域
化
推

進
計
画
に
よ
っ
て
、
飯
能
、

所
沢
、
狭
山
、
入
間
、
日

高
の
５
市
で
消
防
広
域
化

の
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
市
民
的
に
は
ほ
と

ん
ど
知
ら
さ
れ
な
い
ま
ま
、

ま
た
、
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ

リ
ッ
ト
も
議
論
さ
れ
な
い

ま
ま
、
今
年
７
月
３
１
日

に
５
市
広
域
消
防
準
備
室

を
設
置
す
る
こ
と
で
協
定

を
締
結
。
１
０
月
１
日
か

ら
所
沢
消
防
本
部
に
準
備

室
（
５
人
の
職
員
体
制
）

を
設
置
し
、
１
１
月
下
旬

に
は
広
域
消
防
連
絡
協
議

会
を
設
置
す
る
と
し
て
い

ま
す
。

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
予

防
接
種
と
女
性
特
有
の
が

ん
検
診
と
し
て
、
子
宮
頸

が
ん
と
乳
が
ん
検
診
事
業

が
実
施
さ
れ
ま
す
。

高
齢
者
の
肺
炎
対
策

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
予

防
接
種
は
、
高
齢
者
の
肺

炎
の
原
因
で
最
も
頻
度
の

高
い
「
肺
炎
球
菌
」
の
感

染
予
防
と
し
て
助
成
事
業

が
実
施
さ
れ
る
も
の
で
す
。

対
象
は
６
５
歳
以
上
の

高
齢
者
で
接
種
期
間
は
１

１
月
１
日
〜
２
２
年
１
月

３
１
日
ま
で
で
す
。
接
種

費
用
は
８
０
０
０
円
程
度

（
医
師
会
で
協
議
中
）
で

す
が
、
市
が
３
０
０
０
円

助
成
し
ま
す
。

女
性
の
が
ん
対
策

子
宮
頚
が
ん
は
２
０
、

２
５
、
３
０
、
３
５
、
４

０
歳
（
前
年
度
の
到
達
年

齢
）
の
女
性
が
対
象
で
、

乳
が
ん
は
４
０
、
４
５
、

５
０
、
５
５
、
６
０
歳

（
前
年
度
の
到
達
年
齢
）

の
方
が
対
象
で
、
検
診
無

料
ク
ー
ポ
ン
券
を
送
付
し

ま
す
。

｢

金
が
ね
え
な
ら

結
婚
し
な
い
ほ
う

が
い
い｣

な
ん
て

ひ
ど
い
こ
と
を
言

え
ば
、
飲
み
屋
で

も
喧
嘩
に
な
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

言
っ
た
の
は
例
の

麻
生
さ
ん
で
す
。
暴
言
の
か

ず
か
ず
を
連
発
し
て
い
る
麻

生
首
相
を
か
つ
い
で
い
る
自

公
政
権
に
国
民
が
愛
想
を
つ

か
す
の
は
当
然
で
す
▼
一
国

の
首
相
が
「
金
が
ね
え
な
ら
」

な
ん
て
言
う
の
は
最
低
で
す
。

お
金
が
な
い
人
で
も
ま
っ
と

う
な
暮
ら
し
が
で
き
る
よ
う

に
す
る
の
が
国
の
政
治
の
責

任
で
は
な
い
の
か
、
あ
な
た

の
責
任
で
は
な
い
の
か
と
言

い
た
く
な
り
ま
す
▼
光
っ
て

い
る
の
は
「
建
設
的
野
党
」

日
本
共
産
党
の
存
在
で
す
。

日
米
「
核
密
約
」
の
問
題
で

も
日
本
共
産
党
の
志
位
委
員

長
は
党
首
討
論
を
リ
ー
ド
し
、

民
主
党
の
鳩
山
代
表
に
「
密

約
」
を
調
査
し
、
「
核
兵
器

を
持
ち
込
ま
せ
ず
」
の
原
則

を
ア
メ
リ
カ
に
守
ら
せ
る
交

渉
を
す
る
こ
と
を
約
束
さ
せ

ま
し
た
。
「
建
設
的
野
党
」

が
日
本
の
政
治
を
一
歩
前
に

前
進
さ
せ
た
一
瞬
で
す
。
こ

の
党
の
議
席
を
も
っ
と
大
き

く
伸
ば
し
た
い
。
そ
の
日
は

も
う
す
ぐ
で
す
。

発 行

日 本 共 産 党
飯 能 市 委 員 会

９７３－１０９１

金 子 と し 江

090-7265-1601
山 田 と し 子

090-4389-4439
新 井 た く み

090-4010-5650
滝 沢 お さ む

090-7000-4481

＜議員団の連絡先＞
973-2111(市役所456)
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pluto.plala.or.jp
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肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

女
性
の
が
ん
検
診
実
施

こ
ぼ
れ
話

全
協
で
、
公
明
党
の
佐

野
議
員
が
、
経
済
対
策
の

補
正
予
算
で
、
「
政
権
が

変
わ
っ
た
ら
、
こ
の
ま
ま

予
算
化
で
き
る
の
か
」
と

質
問
。
す
で
に
交
付
さ
れ

て
い
る
も
の
で
心
配
あ
り

ま
せ
ん
と
の
答
弁
。
余
程

心
配
な
の
で
し
ょ
う
か
。



消費税導入前（８８年） 現在（０９年）

サラリーマン本人の窓口負担 1割 3割
高齢者の窓口負担(外来) (月800円)入院1日400円 1割または3割

国民健康保険料（１人平均年額） 56,374円 84,367円(07年度速報値)
更生年金の支給開始年齢 60歳 65歳(段階的に移行)

国民年金保険料(月額) 7,700円 14,660円
介護保険料(65歳以上)(月額) なし 4,１60円(全国平均)

障害者福祉の自己負担 応能負担(9割の人は無料)定率1割負担
公立・公営保育所の個所数 13,657(88年10月) 11,240(07年10月〕

医
療

年

金
そ

の
他

約
６
０
０
人
の
農
協
組

合
長
ら
は
日
本
農
業
を
崩

壊
に
導
く
日
米
Ｆ
Ｔ
Ａ

（
自
由
貿
易
協
定
）
の
締

結
は
断
じ
て
認
め
る
こ
と

は
で
き
な
い
と
決
議
し
ま

し
た
。

一
方
で
、
自
民
・
公
明

政
権
の
も
と
で
農
産
物
輸

出
大
国
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

と
の
自
由
貿
易
協
定
締
結

の
交
渉
が
続
い
て
い
る
だ

け
に
、
民
主
党
批
判
一
色

に
異
論
も
で
る
集
会
と
な

り
ま
し
た
。

主
催
者
あ
い
さ
つ
で
Ｊ

Ａ
全
中
の
茂
木
守
会
長
は
、

日
米
Ｆ
Ｔ
Ａ
締
結
公
約
に

つ
い
て
、
「
驚
き
以
外
の

何
物
で
も
な
い
。
ア
メ
リ

カ
は
農
産
物
の
関
税
撤
廃

を
求
め
て
く
る
こ
と
は
確

実
だ
」
と
批
判
。
「
民
主

党
の
み
な
ら
ず
い
か
な
る

党
の
政
権
公
約
も
断
じ
て

認
め
ら
れ
な
い
。
食
料
自

給
率
向
上
を
願
う
国
民
を

裏
切
る
も
の
で
断
固
阻
止

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
訴
え
ま
し
た
。

他
国
へ
の
自
由
化
に
波

及
し
、
秋
に
交
渉
再
開
と

な
る
Ｗ
Ｔ
Ｏ
（
世
界
貿
易

機
関
）
で
の
日
本
の
立
場

も
悪
く
な
る
な
ど
、
米
作

地
帯
の
新
潟
県
、
畜
産
の

鹿
児
島
県
、
畑
作
の
北
海

道
の
組
合
長
も
「
毅
然

（
き
ぜ
ん
）
と
対
抗
し
よ

う
」
と
民
主
党
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
を
批
判
し
ま
し
た
。

集
会
が
終
わ
ろ
う
と
し

た
と
き
東
北
の
農
協
組
合

長
が
「
で
は
自
民
党
は
何

を
し
て
き
た
の
か
」
と
声

を
あ
げ
、
終
了
後
に
主
催

者
側
に
つ
め
よ
り
ま
し
た
。

こ
の
組
合
長
は
「
日
豪

Ｆ
Ｔ
Ａ
は
心
配
だ
」
と
話

し
ま
す
。

そ
の
後
、
民
主
党
は
あ

わ
て
て
「
締
結
」
か
ら

「
交
渉
を
促
進
」
に
修
正

し
ま
し
た
が
、
財
界
要
求

を
背
景
に
農
産
物
輸
入
自

由
化
を
進
め
る
与
党
と
民

主
党
の
政
策
を
厳
し
く
み

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

各
党
が
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
を

発
表
。
医
療
費
無
料
化
や

最
低
保
障
年
金
、
子
育
て

支
援
、
教
育
費
無
料
化
な

ど
の
政
策
を
打
ち
出
し
ま

し
た
が
、
そ
の
財
源
は
大

丈
夫
な
の
で
し
ょ
う
か
。

そ
こ
で
出
て
き
た
の
が
消

費
税
の
増
税
に
頼
る
の
か
、

頼
ら
な
い
の
か
。
一
大
争

点
に
な
っ
て
い
ま
す
。

自
民
・
公
明
は
、
消
費

税
増
税
を
公
約
。
民
主
は
、

「
４
年
間
は
上
げ
な
い
」

し
か
し
、
「
議
論
は
始
め

る
」
「
将
来
は
増
税
必
要
」

と
い
う
立
場
で
す
。

消
費
税
が
導
入
さ
れ
て

か
ら
ち
ょ
う
ど
２
０
年
、

私
た
ち
の
納
め
た
消
費
税

は
ど
こ
へ
い
っ
て
し
ま
っ

た
の
で
し
ょ
う
か
。
表
を

見
て
く
だ
さ
い
。
消
費
税

は
法
人
税
の
減
収
額
に
飲

み
込
ま
れ
、
社
会
保
障
に

回
ら
な
い
ど
こ
ろ
か
悪
く

な
る
一
方
で
す
。

２００９年８月３０日 ＮＯ．１６８８

義民 佐倉宗吾を
訪ねる バスツアー

９月２７日（日）
午前７時４０分

飯能市役所出発

会費５０００円

＊甚兵衛の渡し、宗吾の旧

家・霊堂、成田山新勝寺、

歴史民族博物館。

申し込み

文庫館９８２ー２５６０

福 島 ９７２ー７５１８

渡 辺 ９７３ー１７４６

飯能・日高民主文庫の会

全中など日米ＦＴＡ(自由貿易協定)に猛反発

民主公約、自民農政に批判の声

消
費
税
は

暮
ら
し
破
壊
税

Ｊ
Ａ
全
中
（
全
国
農
業
協
同
組
合
中
央
会
）
と
農
協

関
係
政
治
運
動
団
体
は
８
月
上
旬
に
、
「
日
米
Ｆ
Ｔ
Ａ

断
固
阻
止
・
Ｗ
Ｔ
Ｏ
農
業
交
渉
対
策
全
国
代
表
者
緊
急

集
会
」
を
東
京
都
内
で
開
き
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
民
主
党
の
政
権
公
約
（
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
）
に

４
年
間
の
任
期
中
の
「
日
米
Ｆ
Ｔ
Ａ
の
締
結
」
が
盛
り

込
ま
れ
た
こ
と
か
ら
急
き
ょ
開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。

●
さ
は
や
か
に
平
和
憲

法
高
だ
か
と

●
月
影
や
こ
の
星
な
べ

て
や
す
ら
け
く

志
づ
え


